
JP 6135391 B2 2017.5.31

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　入力部を介したユーザ入力情報に従って、表示部に表示された被写体画像上に開始フレ
ームと終了フレームの切り出し位置を表示するとともに、
　（ａ）前記開始フレームと終了フレームの切り出し位置情報と、
　（ｂ）前記開始フレームと終了フレーム間の軌跡として選択可能な複数の異なる軌跡か
ら選択された軌跡情報、
　上記（ａ），（ｂ）の各情報を含むフレーム設定情報を設定する制御部を有し、
　前記制御部は、
　連続または間欠的に撮影された複数の撮影画像の各々から前記フレーム設定情報に含ま
れる前記開始フレームと終了フレームの切り出し位置情報と、前記選択された軌跡情報に
従って画像フレームの切り出し領域を決定し、決定情報に従って画像切り出し処理を実行
する撮像装置。
【請求項２】
　前記フレーム設定情報は、開始フレームと終了フレームの位置とサイズ情報を含み、
　前記制御部は、開始フレームと終了フレームの位置とサイズ情報を適用して撮影画像の
各々について、画像フレームの切り出し領域を決定し、決定情報に従って画像切り出し処
理を実行する請求項１に記載の撮像装置。
【請求項３】
　前記フレーム設定情報は、開始フレームと終了フレーム間の移動スピード情報を含み、
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　前記制御部は、開始フレームと終了フレーム間の移動スピード情報を適用して撮影画像
の各々について、画像フレームの切り出し領域を決定し、決定情報に従って画像切り出し
処理を実行する請求項１または２に記載の撮像装置。
【請求項４】
　前記制御部は、
　撮影画像の各々から前記フレーム設定情報に従って画像切り出し処理を実行し、切り出
し画像をメモリに格納する請求項１～３いずれかに記載の撮像装置。
【請求項５】
　前記制御部は、
　連続または間欠的に撮影される画像の撮影処理毎に、各撮影画像からの画像切り出し処
理を実行し、切り出し画像をメモリに格納するリアルタイム処理を実行する請求項１～４
いずれかに記載の撮像装置。
【請求項６】
　前記制御部は、
　連続または間欠的な画像撮影処理の完了後にメモリに格納された画像を順次読み出して
、各撮影画像からの画像切り出し処理を実行して切り出し画像をメモリに再格納するバッ
チ処理を実行する請求項１～５いずれかに記載の撮像装置。
【請求項７】
　前記入力部を介して入力されるフレーム設定情報はメモリに格納され、
　前記制御部は、
　前記メモリに格納された前記フレーム設定情報に従って、撮影画像の各々からの画像切
り出し処理を実行する請求項１～６いずれかに記載の撮像装置。
【請求項８】
　前記制御部は、前記表示部に画像の撮影タイミングを示すタイムラインを表示し、タイ
ムライン上の指示マークの設定により、任意の撮影タイミングにおけるフレーム設定を可
能とした情報表示処理を実行する請求項１～７いずれかに記載の撮像装置。
【請求項９】
　前記制御部は、前記表示部に開始フレームと終了フレーム間に設定可能な軌跡の複数の
サンプルを表示し、表示された複数のサンプルから特定の軌跡を選択設定可能とした情報
表示処理を実行する請求項１に記載の撮像装置。
【請求項１０】
　前記制御部は、前記表示部に開始フレームと終了フレーム間に設定可能な移動スピード
の複数のサンプルを表示し、表示された複数のサンプルから特定の移動スピードを選択設
定可能とした情報表示処理を実行する請求項３に記載の撮像装置。
【請求項１１】
　前記入力部は、微速度撮影の撮影情報として撮影期間と撮影枚数を入力し、
　前記制御部は、
　前記撮影期間と撮影枚数によって算出される撮影間隔に従って複数の画像を順次撮影し
、撮影画像の各々から前記フレーム設定情報に従った画像切り出し処理を実行する請求項
１～１０いずれかに記載の撮像装置。
【請求項１２】
　連続または間欠的に撮影された複数画像の各々から特定領域の画像を切り出す制御部を
有し、
　前記制御部は、
　（ａ）開始フレームと終了フレームの切り出し位置情報と、
　（ｂ）前記開始フレームと終了フレーム間の軌跡として選択可能な複数の異なる軌跡か
ら選択された軌跡情報、
　上記（ａ），（ｂ）の各情報を含むフレーム設定情報を適用して、撮影画像の各々から
画像フレームの切り出しを実行する画像処理装置。
【請求項１３】
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　撮像装置において実行する画像処理方法であり、
　制御部が、
　入力部を介した入力情報に従って、表示部に表示された被写体画像上に開始フレームと
終了フレームの切り出し位置を表示するとともに、
　（ａ）前記開始フレームと終了フレームの切り出し位置情報と、
　（ｂ）前記開始フレームと終了フレーム間の軌跡として選択可能な複数の異なる軌跡か
ら選択された軌跡情報、
　上記（ａ），（ｂ）の各情報を含むフレーム設定情報を設定する処理と、
　連続または間欠的な撮影画像の各々について、前記フレーム設定情報に含まれる前記開
始フレームと終了フレームの切り出し位置情報と、前記選択された軌跡情報に従って画像
フレームの切り出し領域を決定し、決定情報に従って画像切り出し処理を実行する画像処
理方法。
【請求項１４】
　撮像装置において画像処理を実行させるプログラムであり、
　制御部に、
　入力部を介した入力情報に従って、表示部に表示された被写体画像上に開始フレームと
終了フレームの切り出し位置を表示するとともに、
　（ａ）前記開始フレームと終了フレームの切り出し位置情報と、
　（ｂ）前記開始フレームと終了フレーム間の軌跡として選択可能な複数の異なる軌跡か
ら選択された軌跡情報、
　上記（ａ），（ｂ）の各情報を含むフレーム設定情報を設定する処理と、
　連続または間欠的な撮影画像の各々について、前記フレーム設定情報に含まれる前記開
始フレームと終了フレームの切り出し位置情報と、前記選択された軌跡情報に従って画像
フレームの切り出し領域を決定し、決定情報に従って画像切り出し処理を実行させるプロ
グラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本開示は、撮像装置、画像処理装置、および画像処理方法、並びにプログラムに関する
。特に、動画撮影や微速度（Ｔｉｍｅ　Ｌａｐｓｅ）撮影時の各画像フレームのアングル
やズームなどの設定を伴う撮影制御処理、あるいは撮影画像の編集処理などを行う撮像装
置、画像処理装置、および画像処理方法、並びにプログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　カメラ（撮像装置）を用いて動画撮影や微速度（Ｔｉｍｅ　Ｌａｐｓｅ）撮影を行う場
合、撮影開始フレームから撮影終了フレームまでに複数の画像フレームが連続的、あるい
は間欠的に撮影される。
【０００３】
　なお、微速度撮影とは例えば数分～数日等、一定期間、所定間隔で静止画を撮影する処
理である。微速度撮影はタイムラプス（Ｔｉｍｅ　Ｌａｐｓｅ）撮影とも呼ばれる。微速
度撮影を行うと、時間経過に伴った間欠的な複数の静止画を撮影することができる。これ
らの静止画を連続再生することで、例えば雲の動きや、植物の成長、花の開花など、長期
間の自然の動きなどを短時間の動画として観察することが可能となる。なお、微速度（Ｔ
ｉｍｅ　Ｌａｐｓｅ）撮影処理については、例えば特許文献１（特開２０１２－１７８７
０５号公報）等に記載がある。
【０００４】
　このような微速度撮影や動画撮影においては、複数の画像フレームを連続または間欠的
に撮影することになる。
　しかし、例えば植物の花の開花や雲の流れなどの撮影を行う場合、撮影開始時点から撮
影終了時点まで、カメラアングルやズームを固定してしまうと、再生画像が単調で面白み
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のない画像となる場合がある。
【０００５】
　例えば、花の開花の微速度撮影を行う場合、撮影開始画像は、やや花から離れた位置か
らの画像とし、花が開花する最後の一連の画像を花に近づいたズームアップ画像とする設
定を行えば迫力のある画像とになる。しかし、このような画像撮影を行うためには、撮影
実行期間内に、遂次、カメラ設定を変更するなどの処理が必要となる。
　プロの撮影者であれば、このような手間をかけた撮影を行うことも可能であるが、一般
ユーザにとっては、このような撮影を行うことは難しい。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開２０１２－１７８７０５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　本開示は、例えば上記問題点に鑑みてなされたものであり、動画撮影や微速度（Ｔｉｍ
ｅ　Ｌａｐｓｅ）撮影時の画像フレームのカメラアングルやズーム設定などの撮影制御や
、撮影画像の編集処理におけるユーザ負担軽減を実現する撮像装置、画像処理装置、およ
び画像処理方法、並びにプログラムを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本開示の第１の側面は、
　ユーザ入力情報に従って、表示部に表示された被写体画像上に開始フレームと終了フレ
ームの切り出し位置を表示するとともに、前記開始フレームと終了フレームの切り出し位
置を含むフレーム設定情報を設定する制御部を有し、
　前記制御部は、
　連続または間欠的に撮影された複数の撮影画像の各々から前記フレーム設定情報に従っ
て画像フレームの切り出し領域を決定し、決定情報に従って画像切り出し処理を実行する
撮像装置にある。
【０００９】
　さらに、本開示の撮像装置の一実施態様において、前記フレーム設定情報は、開始フレ
ームと終了フレームの位置とサイズ情報を含み、前記制御部は、開始フレームと終了フレ
ームの位置とサイズ情報を適用して撮影画像の各々について、画像フレームの切り出し領
域を決定し、決定情報に従って画像切り出し処理を実行する。
【００１０】
　さらに、本開示の撮像装置の一実施態様において、前記フレーム設定情報は、開始フレ
ームと終了フレーム間の軌跡情報を含み、前記制御部は、開始フレームと終了フレーム間
の軌跡情報を適用して撮影画像の各々について、画像フレームの切り出し領域を決定し、
決定情報に従って画像切り出し処理を実行する。
【００１１】
　さらに、本開示の撮像装置の一実施態様において、前記フレーム設定情報は、開始フレ
ームと終了フレーム間の移動スピード情報を含み、前記制御部は、開始フレームと終了フ
レーム間の移動スピード情報を適用して撮影画像の各々について、画像フレームの切り出
し領域を決定し、決定情報に従って画像切り出し処理を実行する。
【００１２】
　さらに、本開示の撮像装置の一実施態様において、前記制御部は、撮影画像の各々から
前記フレーム設定情報に従って画像切り出し処理を実行し、切り出し画像をメモリに格納
する。
【００１３】
　さらに、本開示の撮像装置の一実施態様において、前記制御部は、連続または間欠的に
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撮影される画像の撮影処理毎に、各撮影画像からの画像切り出し処理を実行し、切り出し
画像をメモリに格納するリアルタイム処理を実行する。
【００１４】
　さらに、本開示の撮像装置の一実施態様において、前記制御部は、連続または間欠的な
画像撮影処理の完了後にメモリに格納された画像を順次読み出して、各撮影画像からの画
像切り出し処理を実行して切り出し画像をメモリに再格納するバッチ処理を実行する。
【００１５】
　さらに、本開示の撮像装置の一実施態様において、前記入力部を介して入力される設定
情報はメモリに格納され、前記制御部は、前記メモリに格納された設定情報に従って、撮
影画像の各々からの画像切り出し処理を実行する。
【００１６】
　さらに、本開示の撮像装置の一実施態様において、前記制御部は、前記表示部に画像の
撮影タイミングを示すタイムラインを表示し、タイムライン上の指示マークの設定により
、任意の撮影タイミングにおけるフレーム設定を可能とした情報表示処理を実行する。
【００１７】
　さらに、本開示の撮像装置の一実施態様において、前記制御部は、前記表示部に開始フ
レームと終了フレーム間に設定可能な軌跡の複数のサンプルを表示し、表示された複数の
サンプルから特定の軌跡を選択設定可能とした情報表示処理を実行する。
【００１８】
　さらに、本開示の撮像装置の一実施態様において、前記制御部は、前記表示部に開始フ
レームと終了フレーム間に設定可能な移動スピードの複数のサンプルを表示し、表示され
た複数のサンプルから特定の移動スピードを選択設定可能とした情報表示処理を実行する
。
【００１９】
　さらに、本開示の撮像装置の一実施態様において、前記入力部は、微速度撮影の撮影情
報として撮影期間と撮影枚数を入力し、前記制御部は、前記撮影期間と撮影枚数によって
算出される撮影間隔に従って複数の画像を順次撮影し、撮影画像の各々から前記フレーム
設定情報に従った画像切り出し処理を実行する。
【００２０】
　さらに、本開示の第２の側面は、
　連続または間欠的に撮影された複数画像の各々から特定領域の画像を切り出す制御部を
有し、
　前記制御部は、
　先頭画像からの画像切り出し位置を示す開始フレーム設定情報と、最終画像からの画像
切り出し位置を示す終了フレーム設定情報を適用して、撮影画像の各々から画像フレーム
の切り出しを実行する画像処理装置にある。
【００２１】
　さらに、本開示の第３の側面は、
　撮像装置において実行する画像処理方法であり、
　制御部が、
　入力部を介した入力情報に従って、表示部に表示された被写体画像上に開始フレームと
終了フレームの切り出し位置を表示するとともに、前記開始フレームと終了フレームの切
り出し位置を含むフレーム設定情報を設定する処理と、
　連続または間欠的な撮影画像の各々について、前記フレーム設定情報に従って画像フレ
ームの切り出し領域を決定し、決定情報に従って画像切り出し処理を実行する画像処理方
法にある。
【００２２】
　さらに、本開示の第４の側面は、
　撮像装置において画像処理を実行させるプログラムであり、
　制御部に、
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　入力部を介した入力情報に従って、表示部に表示された被写体画像上に開始フレームと
終了フレームの切り出し位置を表示するとともに、前記開始フレームと終了フレームの切
り出し位置を含むフレーム設定情報を設定する処理と、
　連続または間欠的な撮影画像の各々について、前記フレーム設定情報に従って画像フレ
ームの切り出し領域を決定し、決定情報に従って画像切り出し処理を実行させるプログラ
ムにある。
【００２３】
　なお、本開示のプログラムは、例えば、様々なプログラム・コードを実行可能な画像処
理装置やコンピュータ・システムに対して、コンピュータ可読な形式で提供する記憶媒体
、通信媒体によって提供可能なプログラムである。このようなプログラムをコンピュータ
可読な形式で提供することにより、情報処理装置やコンピュータ・システム上でプログラ
ムに応じた処理が実現される。
【００２４】
　本開示のさらに他の目的、特徴や利点は、後述する本発明の実施例や添付する図面に基
づくより詳細な説明によって明らかになるであろう。なお、本明細書においてシステムと
は、複数の装置の論理的集合構成であり、各構成の装置が同一筐体内にあるものには限ら
ない。
【発明の効果】
【００２５】
　本開示の一実施例の構成によれば、微速度撮影や動画撮影の撮影画像各々からユーザ設
定に応じた特定領域の画像切り出しを効率的に実行する装置、方法が実現される。
　具体的には、撮像部を介して入力する被写体画像を表示し、表示画像上に開始フレーム
と終了フレームの切り出し位置を含むフレーム設定情報を入力可能とした。制御部は、連
続または間欠的な撮影画像の各々からフレーム設定情報に従って画像切り出しを実行する
。フレーム設定情報は、開始フレームと終了フレームの位置とサイズ情報、開始フレーム
と終了フレーム間の軌跡、移動スピード情報を含み、制御部は、これらの設定情報を適用
して撮影画像の各々について画像切り出し領域を決定する。
　例えば上記構成により、微速度撮影や動画撮影の撮影画像各々からユーザ設定に応じた
特定領域の画像切り出しを効率的に実行する装置、方法が実現される。
　なお、本明細書に記載された効果はあくまで例示であって限定されるものではなく、ま
た付加的な効果があってもよい。
【図面の簡単な説明】
【００２６】
【図１】撮像装置の構成について説明する図である。
【図２】撮像装置の撮影画像の表示処理について説明する図である。
【図３】撮像装置の撮影画像の画素数と表示装置の表示画像の画素数との対応例について
説明する図である。
【図４】撮像装置の撮影画像の画素数と表示装置の表示画像の画素数との対応例について
説明する図である。
【図５】撮像装置の画像撮影処理における各種情報の設定処理シーケンスについて説明す
るフローチャートを示す図である。
【図６】開始フレームの設定処理の詳細について説明する図である。
【図７】開始フレームの設定処理の具体的なシーケンスの一例について説明する図である
。
【図８】終了フレームの設定処理の詳細について説明する図である。
【図９】軌跡設定処理の詳細について説明する図である。
【図１０】軌跡設定処理の具体的なシーケンスの一例について説明する図である。
【図１１】移動スピード設定処理の詳細について説明する図である。
【図１２】移動スピードと各画像フレームとの対応関係について説明する図である。
【図１３】移動スピード設定処理の具体的なシーケンスの一例について説明する図である
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。
【図１４】各種設定情報に基づいて撮影される一連の画像フレームの構成例について説明
する図である。
【図１５】各種設定情報に基づいて撮影される一連の画像フレームの構成例について説明
する図である。
【図１６】各種設定情報に基づいて撮像装置が実行する画像撮影および記録処理のシーケ
ンスについて説明するフローチャートを示す図である。
【図１７】各種設定情報に基づいて撮像装置が実行する画像撮影および記録処理のシーケ
ンスについて説明するフローチャートを示す図である。
【図１８】各種設定情報に基づいて撮影された画像に対する画像切り出し処理と記録処理
のシーケンスについて説明するフローチャートを示す図である。
【図１９】撮像装置のハードウェア構成例について説明する図である。
【図２０】画像処理装置のハードウェア構成例について説明する図である。
【発明を実施するための形態】
【００２７】
　以下、図面を参照しながら本開示の撮像装置、画像処理装置、および画像処理方法、並
びにプログラムの詳細について説明する。なお、説明は以下の項目に従って行う。
　　１．撮像装置の構成例について
　　２．撮影画像の表示処理例について
　　３．本開示の画像撮影処理シーケンスについて
　　４．設定情報に従った画像撮影と記録処理について
　　５．撮像装置、画像処理装置のハードウェア構成例について
　　６．本開示の構成のまとめ
【００２８】
　　［１．撮像装置の構成例について］
　まず、図１を参照して本開示の処理を実行する撮像装置の構成例について説明する。
　図１は、本開示の撮像装置１０の外観を示す図である。図１（ａ）は、撮像装置１０の
正面図、図１（ｂ）は背面図である。撮像装置１０は、レンズ１１、シャッタ１２、表示
部２１、入力部２２を有する。
【００２９】
　撮像部を構成するレンズ１１を介して入射する被写体像は、表示部２１に表示される。
なお、本開示の処理を実行する撮像装置は、例えばデジタル一眼レフカメラ（ＤＳＬＲ：
Ｄｉｇｉｔａｌ　Ｓｉｎｇｌｅ　Ｌｅｎｓ　Ｒｅｆｌｅｘ　Ｃａｍｅｒａ）や、一般的な
デジタルカメラであり、撮影対象とする被写体像を表示する表示部２１を備え、ユーザ（
撮影者）が表示部２１に表示される画像を確認して撮影を行うことができる構成を持つ。
【００３０】
　撮像装置１０は、動画撮影や微速度（Ｔｉｍｅ　Ｌａｐｓｅ）撮影が可能な撮像装置で
ある。前述したように、微速度撮影は間欠的に静止画を順次撮影する処理である。
　以下の実施例では、微速度（Ｔｉｍｅ　Ｌａｐｓｅ）撮影を行う場合の例について説明
する。ただし、以下において説明する処理は、微速度（Ｔｉｍｅ　Ｌａｐｓｅ）撮影に限
らず、一般的な動画撮影にも適用可能である。
　なお、以下に説明する本開示の処理を適用する場合、撮像装置は固定した状態で撮影す
ることが好ましい。具体的には三脚などに固定した状態で撮影を行う。
【００３１】
　表示部２１は、レンズ１１を介して入射する被写体画像の他、メモリに記録された撮影
済みの画像の再生表示、さらに各種の操作情報やマニュアルなどの各種情報の表示に利用
される。なお、表示部２１は、タッチパネル機能を有した構成としてもよい。この場合、
表示部２１は、ユーザ操作情報を入力する入力部としても機能する。表示部２１の表示情
報の切り替えは、入力部２２や表示部（入力部）２１に対するユーザ操作によって行われ
る。
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【００３２】
　本開示の処理を適用した微速度（Ｔｉｍｅ　Ｌａｐｓｅ）撮影を行う場合、ユーザ（撮
影者）は、撮影開始前に表示部２１に表示される画像内に開始フレームと、終了フレーム
の位置と大きさを指定することができる。
　ユーザの指定する開始フレーム、終了フレームは、撮影画像から切り出して（トリミン
グ）、フラッシュメモリ等の記憶部に格納する画像を生成するためのフレームの位置とサ
イズ情報として撮像装置内のメモリに格納される。
【００３３】
　ユーザは、撮影開始前に、例えばカメラを三脚等に固定して撮像装置を被写体の方向に
向けて固定し、表示部２１にレンズ１１を介して入射する被写体像、いわゆるスルー画を
表示させる。ユーザは、表示部２１に表示される画像（スルー画）内に撮影開始画像フレ
ームと、撮影終了画像フレームの位置と大きさを指定する。
【００３４】
　これらの開始点、終了点の２つの画像フレームの指定を行って撮影を開始することで、
指定した撮影開始画像フレームを起点とし、撮影終了画像フレームを終点とした複数の静
止画像が記録される。
　この具体的な処理については、後段で詳細に説明する。
【００３５】
　　［２．撮影画像の表示処理例について］
　次に、図２を参照して撮像装置１０の撮影画像を表示する場合の画像表示例について説
明する。
　図２（Ａ）に示すように、撮像装置１０による撮影画像は記憶部としての記録メディア
５１に格納される。記録メディア５１に格納された画像は、再生表示が可能であり、例え
ば、図２に示すようなＨＤ（Ｈｉｇｈ　Ｄｅｆｉｎｉｔｉｏｎ）画像を表示可能なテレビ
等の表示装置５０に出力され表示される。
【００３６】
　なお、表示装置５０に撮影画像を表示する場合は、記録メディア５１を撮像装置１０か
ら取り出して、表示装置５０に装着する。あるいは、信号伝送ケーブル５２を介して撮像
装置１０から表示装置５０に画像を転送する。あるいは、無線通信路５３を介して撮像装
置１０から表示装置５０に画像を転送する。これらいずれかの処理を実行する。
【００３７】
　昨今の撮像装置１０の撮像素子は高画素化が進み、例えば図２（Ｂ）に示すように、横
画素数×縦画素数≒６０００×４０００の画素数を有する。これに対して、ＨＤ画像を表
示可能なＨＤＴＶである表示装置５０は、横画素数×縦画素数≒１９２０×１０８０の画
素数である。
　このように、最近の一般的なデジタルカメラに利用されている撮像素子の画素数はＨＤ
ＴＶ等の一般的なハイビジョン画像表示装置の画素数よりはるかに多い設定となっている
。
【００３８】
　従って、撮像装置の撮影画像全体をそのままの画素数でＨＤＴＶ等の表示装置に表示す
ることはできず、画素の間引き処理を実行して６０００×４０００の画素数を削減し、１
９２０×１０８０の画素数を持つ表示用画像を生成して出力することが必要となる。
　これは、言い換えると、高画素数を持つ撮像素子を有する撮像装置１０の撮影画像の一
部領域を切り出して表示装置５０に出力しても高画質なＨＤ画像の表示が可能であること
を意味する。
【００３９】
　すなわち、図３に示すように、撮像装置１０の撮影画像７１は６０００×４０００画素
の画素数を持つ。この撮影画像７１の一部の画素領域（１９２０×１０８０画素）の切り
出し処理（トリミング）を行って表示装置５０に表示する出力画像７２とする。図３に示
す例では、出力画像は、１９２０×１０８０画素の画素数を有する。すなわちＨＤ画像に
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相当する画素数を持つ。
【００４０】
　このように、撮影画像の一部領域を切り出して、切り出し領域を出力画像７２として設
定しても、表示装置５０では画質を低下させることなくＨＤ画像として出力表示すること
が可能となる。
　なお、図３に示す出力画像７２の設定例は、ＨＤ画像としての出力に必要となる画像切
り出しの一例であり、この他にも様々な画像切り出し領域の設定が可能である。
【００４１】
　図４は、撮影画像と出力表示画像の設定例を示す図である。
　点線の矩形領域が撮影画像であり、６０００×４０００の構成画素を有する。一方実線
の矩形領域が、表示装置に対する出力表示画像の画素領域である。
　図４（Ａ）は、図３において説明したと同様の設定例であり、撮影画像のほぼ中央部に
１９２０×１０８０画素の出力画像の切り出し領域を設定した例である。
【００４２】
　図４（Ｂ）は、撮影画像の左上部に１９２０×１０８０画素の出力画像の切り出し領域
を設定した例である。
　図４（Ｃ）は、撮影画像の右下部に３８４０×２１６０画素の出力画像の切り出し領域
を設定した例である。
　図４（Ｄ）は、撮影画像の右下部に５７６０×３２４０画素の出力画像の切り出し領域
を設定した例である。
【００４３】
　なお、図４（Ｃ），（Ｄ）の切り出し領域は、ＨＤ画像の画素数より多いため、ＨＤ画
像表示装置に出力する場合は、画素数を削減して出力する処理が必要となる。しかし、こ
の場合もオリジナル画像の画素数はＨＤ画像の画素数以上を有する画像であり、画素数削
減によって得られる出力画像はＨＤ画像としての画質を有する画像となる。
【００４４】
　このように、撮影画像の一部領域を切り出して表示装置に出力、あるいはメモリに記録
する処理を行なっても、少なくともＨＤ画像に相当する画質を有する画像表示や画像記録
処理が可能となる。
【００４５】
　　［３．本開示の画像撮影処理シーケンスについて］
　次に、本開示の撮像装置における画像撮影処理シーケンスについて図５に示すフローチ
ャートを参照して説明する。
【００４６】
　図５に示すフローチャートは、微速度撮影を行う場合の各種の設定情報、すなわち画像
撮影処理や記録処理に適用するパラメータの設定から撮影開始までの処理手順を説明する
フローである。
　例えば撮像装置の制御部の制御の下、このフローに従った設定情報が撮像装置のメモリ
に記録される。さらに、画像撮影処理の実行時には、撮像装置の制御部が、メモリに格納
された設定情報を読み出し、設定情報に従った画像撮影や画像記録処理を実行する。
【００４７】
　以下、図５に示すフローの各ステップの処理について、順次説明する。
　　（ステップＳ１０１）
　まず、ユーザ（撮影者）は、撮影モードを選択する。なお、本実施例では、撮影モード
として微速度（Ｔｉｍｅ　Ｌａｐｓｅ）撮影を選択した例について説明する。
　ステップＳ１０１では、撮影モードとして微速度撮影モードを選択する。なお、このス
テップＳ１０１以下において実行される各種情報の設定処理は、図１に示す撮像装置１０
の入力部２２を介したユーザ操作によって実行される。表示部２１がタッチパネル形式を
有する場合は、表示部（入力部）２１に対するユーザ操作によって行うことも可能である
。
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【００４８】
　　（ステップＳ１０２～Ｓ１０３）
　次に、ユーザは、ステップＳ１０２において撮影期間を設定し、ステップＳ１０３にお
いて撮影枚数を設定する。
　撮影期間の設定とは、微速度撮影の撮影開始から撮影終了までの時間の設定である。
　撮影枚数の設定とは、設定した撮影期間内に何枚の画像を撮影するかを設定する処理で
ある。
【００４９】
　例えば撮影期間を４時間に設定し、撮影枚数を２４０枚に設定する等の処理を行なう。
　撮影期間＝４時間、
　撮影枚数＝２４０枚、
　例えば上記の設定を行い、各画像フレームの撮影間隔が等しい場合、１時間あたり約６
０枚の撮影が行われることになり、ほぼ１分単位で１枚の画像撮影が実行されることにな
る。
【００５０】
　　（ステップＳ１０４）
　次に、ユーザ（撮像装置）は、撮像装置を被写体方向にレンズを向けて固定して、レン
ズを介して入射する画像を表示部に表示させる。いわゆるスルー画を表示部に表示させる
。
【００５１】
　　（ステップＳ１０５）
　次に、ユーザ（撮像装置）は、表示部に表示されたスルー画を参照してフレーム設定情
報を入力する。
　ステップＳ１０５～Ｓ１０８において、ユーザは微速度撮影や動画撮影において撮影、
記録する複数の画像フレームに関する画像切り出し位置等を決定するための様々なフレー
ム設定情報を入力する。
　まず、ステップＳ１０５では、微速度撮影において最初に撮影する画像、すなわち開始
フレームの位置とサイズを設定する。
【００５２】
　このステップＳ１０５の処理の具体例について図６を参照して説明する。
　図６（１）表示画面例１は、開始フレームの設定処理時の表示部２１の表示画像例を示
す図である。
【００５３】
　表示部２１全体には、撮像装置１０がレンズを介して入射している現時点の撮影画像（
スルー画）１０１が表示されている。図に示す文字Ａの表示画像が現時点の撮影画像（ス
ルー画）１０１である。
【００５４】
　撮影画像（スルー画）１０１の下部に示す一本のラインは、タイムライン１１０である
。タイムライン１１０の左端の黒丸は設定タイム指示マーク１１１である。
　タイムライン１１０は、左端が微速度撮影の撮影開始時間に対応し、右端が撮影終了時
間に相当する時間軸を示したラインである。
　図６（１）の例では、設定タイム指示マーク１１１が左端に示されているので、現在の
表示画面が微速度撮影の撮影開始時間の撮影画像の設定を行う画面であることを示してい
る。
【００５５】
　なお、ユーザは、入力部の操作によって、設定タイム指示マーク１１１をタイムライン
１１０上で自由に移動可能であり、設定タイム指示マーク１１１を任意の位置に設定した
上で、その時間における撮影画像フレームの位置とサイズを設定できる。
【００５６】
　図６（１）に示す例は、設定タイム指示マーク１１１を左端に設定した例であり、微速
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度撮影の開始時間の画像フレーム、すなわち、図に示す開始フレーム（Ｓ）１０２の設定
を行う画面である。図に示す文字Ｓが表示された矩形枠が開始フレーム（Ｓ）１０２であ
る。図に示す例は、左下の位置に開始フレーム（Ｓ）１０２を設定した例である。開始フ
レーム（Ｓ）１０２は、例えば１９２０×１０８０画素以上の画素数を持つ設定とするこ
とが好ましい。すなわち、少なくとも表示装置の表示可能な画素数以上、例えば図２に示
す表示装置５０の表示可能なＨＤ画像に相当する画素数以上の画素数を持つ設定とするこ
とが好ましい。
【００５７】
　ユーザは、撮影画像（スルー画）１０１上の任意の位置に、開始フレーム（Ｓ）の画像
位置を決定するとともに、開始フレーム（Ｓ）のフレームサイズを決定することができる
。
【００５８】
　開始フレームの設定シーケンスの一例について図７を参照して説明する。図７の上段の
（Ｓ２１：初期画面）は、開始フレーム設定時の初期画面の例である。初期画面は、（Ｓ
２１）に示すように、撮影画像（スルー画）１０１上に、例えば１９２０×１０８０画素
の開始フレーム１０２が初期設定として表示された画像である。
【００５９】
　ユーザは、この初期設定の開始フレーム１０２を指定して任意の位置に移動させる。例
えば、図７（Ｓ２２：位置決定処理）に示すように、カーソル（指示子）１０５によって
開始フレーム１０２を指定して移動させる。
【００６０】
　この移動処理によって、開始フレーム１０２の位置を決定し、さらに、図７（Ｓ２３：
サイズ決定処理）に示すように、開始フレーム１０２の矩形枠の大きさを変更して、サイ
ズを決定する。この処理は、例えば入力部２２のスイッチやジョグダイヤルの操作によっ
て行うことができる。あるいは、タッチパネル型の表示部２１である場合は、指で開始フ
レーム１０２の矩形枠を拡縮させる動作によってサイズ変更を可能な構成としてもよい。
【００６１】
　ユーザは、例えば図７に示す処理シーケンスに従って開始フレームの位置とサイズを決
定する。なお、図７では、開始フレームの位置とサイズの決定のための操作方法として、
カーソルや操作部のジョグダイヤルやスイッチ、あるいはタッチパネルを適用した操作方
法を説明したが、これは一例である。操作方法は、撮像装置の入力部の構成に従って決定
され、操作部構成に応じた様々な操作手法を適用して開始フレームの位置とサイズの決定
を行うことが可能である。
【００６２】
　図６（１）表示画面例１は、開始フレーム１０２の位置とサイズを決定した時点の表示
部の表示画像の一例である。この図６（１）の表示画像は、撮影画像（スルー画）１０１
を全画面表示し、その一部の領域が開始フレーム１０２の表示位置となっている。ユーザ
は、さらに、図６（２）表示画面例２に示すように、開始フレーム１０２の画像を表示部
の表示領域全体を用いて表示し、スルー画に対する開始フレームの位置関係を示す画像を
子画面として示す画像を表示可能である。
　ユーザは図６（１），（２）に示す２つの画像の切り替えを行うことができる。この切
り替え処理は、入力部２２を適用したユーザ操作によって実行される。
【００６３】
　　（ステップＳ１０６）
　ステップＳ１０５において、開始フレームの位置とサイズを決定した後、次に、ユーザ
（撮像装置）は、表示部に表示されたスルー画を参照して新たなフレーム設定情報を入力
する。具体的には、微速度撮影において最後に撮影する画像、すなわち終了フレームの位
置とサイズを設定する。
【００６４】
　このステップＳ１０６の処理の具体例について図８を参照して説明する。
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　図８（１）表示画面例１は、終了フレームの設定処理時の表示部２１の表示画像例を示
す図である。
　表示部２１全体には、撮像装置１０がレンズを介して入射している現時点の撮影画像（
スルー画）１０１が表示されている。図に示す文字Ａの表示画像が現時点の撮影画像（ス
ルー画）１０１である。
【００６５】
　撮影画像（スルー画）１０１の下部に示す一本のラインは、タイムライン１１０である
。タイムライン１１０の右端の黒丸は設定タイム指示マーク１１１である。
　前述したように、タイムライン１１０は、左端が微速度撮影の開始時間に対応し、右端
が終了時間に相当する時間軸を示したラインである。
【００６６】
　図８（１）は、設定タイム指示マーク１１１を右端に設定し、微速度撮影の終了時間の
画像フレーム、すなわち、図に示す終了フレーム（Ｅ）１０３の設定を行う場合の例を示
している。図に示す文字Ｅが表示された矩形枠が終了フレーム（Ｅ）１０３である。この
例では、右下の位置に終了フレーム（Ｅ）１０３を設定した例を示している。終了フレー
ム（Ｅ）１０３は、例えば１９２０×１０８０画素以上の画素数を持つ設定とすることが
好ましい。すなわち、少なくとも表示装置の表示可能な画素数以上、例えば図２に示す表
示装置５０の表示可能なＨＤ画像に相当する画素数以上の画素数を持つ設定とすることが
好ましい。
【００６７】
　ユーザは、撮影画像（スルー画）１０１上の任意の位置に、終了フレームの画像位置を
決定し、任意のフレームサイズを決定することができる。
【００６８】
　終了フレームの設定シーケンスは、先に図７を参照して説明した開始フレームの設定シ
ーケンスと同様のシーケンスとなる。図７に示す開始フレーム（Ｓ）１０２を終了フレー
ム（Ｅ）に置き換えた処理となる。
　終了フレーム（Ｅ）設定時の初期画面は、図７の上段の（Ｓ２１：初期画面）に示すよ
うに、撮影画像（スルー画）１０１上に、例えば１９２０×１０８０画素の終了フレーム
（Ｅ）を表示した画面である。
【００６９】
　ユーザは、表示された終了フレーム（Ｅ）を指定して任意の位置に移動させる。図７（
Ｓ２２：位置決定処理）に示すように、カーソル（指示子）１０５によって終了フレーム
（Ｅ）を移動させる。この移動処理によって、終了フレーム（Ｅ）の位置を決定し、さら
に、図７（Ｓ２３：サイズ決定処理）に示すように、終了フレーム（Ｅ）の矩形枠の大き
さを変更して、サイズを決定する。
【００７０】
　図８（１）表示画面例１は、終了フレーム１０３の位置とサイズを決定した時点の表示
部の表示画像の一例である。この図８（１）の表示画像は、撮影画像（スルー画）１０１
を全画面表示し、その一部の領域が終了フレーム１０３の表示位置となっている。ユーザ
は、さらに、図８（２）表示画面例２に示すように、終了フレーム１０３の画像を表示部
の表示領域全体を用いて表示し、スルー画に対する終了フレームの位置関係を示す画像を
子画面として示す画像切り替えを行うことができる。この切り替え処理は、入力部２２を
適用したユーザ操作によって実行される。
【００７１】
　このように、ユーザは、撮像装置１０の表示部２１にレンズを介して撮り込まれるスル
ー画を表示しながら、微速度撮影や動画撮影時の最初の撮影画像（開始フレーム）と最後
の撮影画像（終了フレーム）の各画像フレームの位置とサイズを決定することができる。
【００７２】
　　（ステップＳ１０７）
　次に、図５に示すフローのステップＳ１０７において、ステップＳ１０５で設定した開
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始フレームからステップＳ１０６で設定した終了フレームまでの撮影画像の軌跡を設定す
る。
　軌跡は、微速度撮影において開始フレームから終了フレームまでの間に撮影する中間フ
レームの位置とサイズを決定するための情報として利用される。
【００７３】
　このステップＳ１０７の軌跡設定処理の具体例について、図９、図１０を参照して説明
する。
　図９（１）表示画面例は、軌跡設定処理時の撮像装置１０の表示部２１の表示画面の一
例を示した図である。
【００７４】
　ステップＳ１０７の軌跡設定処理の開始時点で撮像装置１０の表示部２１には撮像装置
のレンズを介して撮り込まれている撮影画像（スルー画）１０１が表示され、さらに、ス
テップＳ１０５、Ｓ１０６において設定した開始フレーム（Ｓ）１０２と終了フレーム（
Ｅ）１０３の設定枠が表示される。
【００７５】
　ステップＳ１０７では、この２つのフレームを接続する線を軌跡設定ライン１２０とし
て設定する。
　図９に示す軌跡設定ラインは、一例として直線の軌跡を設定した例を示しているが、軌
跡は直線に限らず、曲線、折れ線など様々な設定が可能である。
【００７６】
　図１０は、軌跡設定時の表示部２１の画面例を示した図である。（Ｓ３１：初期画面）
が、軌跡設定時の表示部２１の初期画面例である。
　撮像装置１０の表示部２１には、スルー画に対して設定済みの開始フレーム（Ｓ）と終
了フレーム（Ｅ）の矩形枠を表示した画像表示領域に加え、軌跡設定アイコン１２１が表
示される。
【００７７】
　軌跡設定アイコン１２１には、開始フレーム（Ｓ）から終了フレーム（Ｅ）までの軌跡
の設定のために選択可能な軌跡ラインのサンプルが複数、示されている。ユーザは、これ
らのサンプルからいずれかを選択して、軌跡を設定することができる。
　図１０（Ｓ３２：軌跡設定後画面）は、ユーザが折れ線の軌跡を選択して決定した例を
示している。
　図に示すように、開始フレーム（Ｓ）から終了フレーム（Ｅ）を結ぶ折れ線ラインが、
軌跡設定ライン１２０として表示される。
【００７８】
　微速度撮影や動画像の撮影記録処理が開始されると、撮像装置の制御部の制御に従って
、ユーザの設定した軌跡に沿った画像を記録画像としてメモリに順次記録する処理が行わ
れる。
【００７９】
　　（ステップＳ１０８）
　次に、図５に示すフローのステップＳ１０８において、ステップＳ１０７で設定した開
始フレーム（Ｓ）から終了フレーム（Ｅ）までの軌跡に従って順次撮影する画像の遷移ス
ピードに相当する移動スピードを設定する。
　移動スピードも、軌跡と同様、微速度撮影において開始フレームから終了フレームまで
の間に撮影する中間フレームの位置とサイズを決定するための情報として利用される。
【００８０】
　このステップＳ１０８の移動スピード設定処理の具体例について、図１１を参照して説
明する。
　図１１（１）表示画面例は、移動スピード設定処理時の撮像装置１０の表示部２１の表
示画面の一例を示した図である。
【００８１】
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　ステップＳ１０８の移動スピード設定処理の開始時点で撮像装置１０の表示部２１には
撮像装置のレンズを介して撮り込まれている撮影画像（スルー画）１０１が表示され、さ
らに、ステップＳ１０５、Ｓ１０６において設定した開始フレーム（Ｓ）１０２と終了フ
レーム（Ｅ）１０３の設定枠と、ステップＳ１０７において設定した開始フレーム（Ｓ）
１０２と終了フレーム（Ｅ）１０３間を結ぶ軌跡設定ラインが表示されている。
【００８２】
　ステップＳ１０８では、開始、終了フレームを接続する軌跡設定ラインを移動スピード
設定ライン１３０に変更する処理を行なう。
　移動スピード設定ラインは、開始フレーム（Ｓ）１０２から、終了フレーム（Ｅ）まで
の間に撮影される複数の画像フレームの移動スピードを設定するためのラインである。
【００８３】
　例えば図１１に示す移動スピード設定ライン１３０は、開始フレーム（Ｓ）１０２から
終了フレーム（Ｅ）１０３を結ぶ点線として表示されているが、線の長さが開始フレーム
（Ｓ）１０２側で長く、終了フレーム（Ｅ）１０３側で短く設定されている。
【００８４】
　線の長い点線は、移動スピードが遅く、線の短い点線は、移動スピードが速いことを示
している。
　すなわち、図１１に示す移動スピード設定ライン１３０は、開始フレーム（Ｓ）１０２
から、終了フレーム（Ｅ）までの間に所定時間間隔で順次撮影される複数の画像フレーム
の移動スピードを以下のような設定としたことを意味する。
【００８５】
　開始フレーム（Ｓ）撮影直後の移動スピードは低速とする。
　すなわち、開始フレーム（Ｓ）１０２からの移動距離を小さくして次の画像フレームの
撮影を実行する。
　その後、次第に移動スピードを上げていき、終了フレーム（Ｅ）１０３の撮影に近づく
に従って移動スピードを高速とした撮影を実行する。
　すなわち、例えば終了フレーム（Ｅ）１０３とその前の撮影画像フレームの移動距離を
大きく設定して撮影処理を実行する。
【００８６】
　このように所定間隔で撮影される各画像フレーム位置の移動スピードの設定を行う。こ
のような設定を行う。移動スピードの設定により、各画像フレームの撮影時間間隔を一定
としても、その一定の撮影間隔の間に移動するフレーム間距離を異なる設定とすることが
可能となる。
【００８７】
　図１１に示す移動スピード設定ライン１３０を設定した場合の各撮影フレームと移動ス
ピードとの対応関係の具体例について、図１２を参照して説明する。
　図１２（１）は、図１１に示す移動スピード設定ライン１３０を設定した場合の移動ス
ピードとフレームとの対応関係を示すグラフである。横軸にフレーム、縦軸に移動スピー
ドを示している。
　横軸は、左端を開始フレーム（Ｓ）として、右方向に順次、撮影フレームが進行して終
了フレーム（Ｅ）に至るラインである。
　縦軸は、下側が低速であり、上方向が高速であることを示す。
【００８８】
　先に説明したように、開始フレーム（Ｓ）撮影直後の移動スピードは低速であり、その
後、移動スピードを上げていき、終了フレーム（Ｅ）の撮影に近づくと最高速となる。
【００８９】
　図１２（２）は、開始フレーム（Ｓ）から終了フレーム（Ｅ）までに撮影される画像フ
レームの位置とサイズについて示す図である。
　図１２に示す例は、開始フレームから終了フレームまで４０フレームを撮影する設定と
した例であり、開始フレーム（Ｓ＝Ｆ１）１０２を左下の小さい矩形領域に設定し、終了
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フレーム（Ｅ＝Ｆ４０）を右上のやや大きめの矩形領域に設定している。
　移動スピードは、図１１、図１２（１）で示したと同様、開始フレーム（Ｓ）撮影直後
の移動スピードは低速であり、その後、移動スピードを上げていき、終了フレーム（Ｅ）
の撮影に近づくと最高速となる設定である。
【００９０】
　この移動スピードの設定では、開始フレーム（Ｓ＝Ｆ１）の直後に撮影されるフレーム
２（Ｆ２）やフレーム３（Ｆ３）のフレーム間移動距離は小さくなる。図に示すように、
（Ｆ１）～Ｆ２～Ｆ３の各フレーム位置の間隔は小さく設定される。これは移動スピート
を低速の設定としているからである。
【００９１】
　その後、移動スピードは次第に高速となり、各フレームの間隔は次第に大きくなる。最
終的な撮影画像である終了フレーム（Ｅ＝Ｆ４０）とその直前に撮影するフレーム３９（
Ｆ３９）や、さらにその前のフレーム３８（Ｆ３８）等の各画像フレームの間隔は大きく
なる。これは、移動スピードが高速に設定されているためである。
【００９２】
　なお、各画像フレームのサイズは、図に示すように開始フレーム（Ｓ）１０２のサイズ
から終了フレーム（Ｅ）１０３のサイズの間のサイズに設定され、開始フレームと終了フ
レームからの距離に応じて決定されるサイズとなる。
【００９３】
　図に示すように、開始フレーム（Ｓ）１０２と終了フレーム（Ｅ）１０３との離間距離
をＬ（Ｅ－Ｓ）とし、開始フレーム（Ｓ）１０２のサイズをＳ（ｓｉｚｅ）、終了フレー
ム（Ｅ）１０３のサイズをＥ（ｓｉｚｅ）する。
　このとき、例えば、開始フレーム（Ｓ）１０２から距離Ｌ（Ｆ３－Ｓ）、離間した位置
に設定される第３フレーム（Ｆ３）のサイズ［Ｆ３（ｓｉｚｅ）］は、以下の算出式によ
って決定される。
　Ｆ３（ｓｉｚｅ）＝Ｓ（ｓｉｚｅ）＋（（Ｅ（ｓｉｚｅ）－Ｓ（ｓｉｚｅ））＊（Ｌ（
Ｆ３－Ｓ）／Ｌ（（Ｅ－Ｓ））
【００９４】
　上記式を一般化して示すと、開始フレーム（Ｓ）１０２から距離Ｌ（Ｆｎ－Ｓ）、離間
した位置に設定される第ｎフレーム（Ｆｎ）のサイズ［Ｆｎ（ｓｉｚｅ）］は、以下の算
出式によって決定される。
　Ｆｎ（ｓｉｚｅ）＝Ｓ（ｓｉｚｅ）＋（（Ｅ（ｓｉｚｅ）－Ｓ（ｓｉｚｅ））＊（Ｌ（
Ｆｎ－Ｓ）／Ｌ（（Ｅ－Ｓ））
　なお、サイズは、各フレームの一辺の長さに対応する。
【００９５】
　図１１、図１２を参照して説明した例は、開始フレームから終了フレームに向かって移
動する移動スピードが次第に速くなる設定とした移動スピード設定ラインを利用した例で
あるが、移動スピード設定は、その他、様々な設定が可能である。
【００９６】
　図１３は、移動スピード設定処理時の画面遷移を説明する図である。
　（Ｓ４１：初期画面）が、移動スピード設定時の表示部２１の初期画面である。
　撮像装置１０の表示部２１には、スルー画に対して設定済みの開始フレームＳと終了フ
レームＥの矩形枠と、軌跡設定ライン１２０を表示した画像表示領域に加え、移動スピー
ド設定アイコン１３１が表示される。
【００９７】
　移動スピード設定アイコン１３１には、開始フレームＳから終了フレームＥまで接続す
る軌跡設定ライン１２０に従って撮影される各画像フレームの移動スピードの設定のため
の複数のサンプルが表示される。すなわち、ユーザが選択可能な複数の移動スピード設定
ラインのサンプルが示される。ユーザは、これらのサンプルからいずれかを選択して、移
動スピードを設定することができる。
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【００９８】
　図１３には、３つの移動スピード設定ラインのサンプルを示している。
　（１）点線の各線分の長さが均等な構成を持つ等速設定の移動スピード設定ライン、
　（２）点線の各線分の長さが左から長～短に変化する構成を持つラインであり、移動ス
ピードを低速から高速に遷移させるための移動スピード設定ライン、
　（３）点線の各線分の長さが左から短～長に変化する構成を持つラインであり、移動ス
ピードを高速から低速に遷移させるための移動スピード設定ライン、
　図にはこれらの３つのサンプルを示している。
【００９９】
　ユーザは、例えばこれらのサンプルからいずれかを選択して決定する処理を行なうこと
で、移動スピードの設定が可能となる。
　図１３（Ｓ４２：移動スピード設定後画面）は、ユーザが高速から低速に遷移する移動
スピードを選択して決定した例を示している。
　図に示すように、開始フレームＳから終了フレームＥを結ぶラインが、軌跡設定ライン
１２０から移動スピード設定ライン１３０に変更されて表示される。
【０１００】
　微速度撮影や動画像の撮影記録処理が開始されると、撮像装置の制御部の制御に従って
、ユーザの設定した軌跡と移動スピードに従って規定される画像を記録画像としてメモリ
に順次記録する処理が行われる。
【０１０１】
　なお、図１３の移動スピード設定アイコン１３１には、３種類の移動スピード設定ライ
ンのみを示しているが、この他にも、例えば移動スピードの遷移を低速→高速→低速とす
る設定や、高速→低速→高速とした設定など、サンプル中には様々な設定の移動スピード
設定ラインが含まれる。
【０１０２】
　　（ステップＳ１０９）
　次に、図５に示すフローの最終ステップであるステップＳ１０９に移行して、画像の撮
影を開始する。なお、撮影開始処理は、例えば撮像装置１０のシャッタ１２や入力部２２
に対するユーザの撮影開始操作や、タイマ設定などに従って実行される。
　撮像装置の制御部は、図５に示すフローに従ってユーザの設定した設定情報に従って画
像の撮影、切り出し（トリミング）、記録処理を実行する。なお、図５のフローに従って
ユーザが設定したユーザ設定情報は撮像装置１０のメモリに格納され、撮像装置との制御
部は、メモリに格納されたユーザ設定情報に従って画像撮影処理、画像切り出し処理、記
録処理を実行する。
【０１０３】
　例えば先に図１２（２）を参照して説明したように、開始フレーム（Ｓ）１０２から終
了フレーム（Ｅ）１０３に至るまで複数画像を撮影し、ユーザの設定したフレーム位置、
サイズ、に応じた各画像を各撮影画像から切り出して記録画像としてメモリに格納する処
理を実行する。
【０１０４】
　なお、図５を参照して説明したフローでは、開始フレームと終了フレームの２つのフレ
ームの位置とサイズを決定して、これらの２つのフレーム間の軌跡および移動スピードを
設定する処理例として説明した。しかし、さらに、ユーザがその中間の撮影フレームの位
置、サイズを設定する構成としてもよい。
【０１０５】
　例えば、ユーザは、開始フレームと、１つの中間フレームと、終了フレーム、これらの
３つのフレームの位置とサイズを決定する。さらに、開始フレームと中間フレーム間の軌
跡と移動スピードを決定するとともに、中間フレームと、終了フレーム間の軌跡と移動ス
ピードを設定する。このように３以上のフレームの位置とサイズを決定し、決定したフレ
ーム間の軌跡、移動スピードを設定する構成とすれば、さらに細かな制御に従った撮影を



(17) JP 6135391 B2 2017.5.31

10

20

30

40

50

行うことが可能となる。
【０１０６】
　　（４．撮影画像の設定例について）
　上述したように、微速度撮影や動画撮影を開始する前に図５を参照して説明したフロー
に従った設定を行うことで、開始フレーム（Ｓ）から終了フレーム（Ｅ）までをユーザ設
定に従った画像として撮影、記録することが可能となる。
　具体的な画像の撮影記録処理例を図１４、図１５を参照して説明する。
【０１０７】
　図１４は、図５に示すフローの処理をすべて完了した時点の表示部２１の一つの表示例
を示す図である。なお、点線は、記録画像としてメモリに記録する各画像フレームの位置
を示すための追加情報として補完的に示しており、実際には表示されない。
【０１０８】
　図１４に示す例は、開始フレーム（Ｓ）を左端の中央部に設定し、終了フレーム（Ｅ）
を右端中央部に設定した例である。軌跡は開始フレーム（Ｓ）から終了フレーム（Ｅ）ま
で直線的な軌跡である。移動スピードは開始フレーム（Ｓ）から終了フレーム（Ｅ）まで
等速で移動する設定としている。
【０１０９】
　この図１４に示す設定では、図に示す点線のように、開始フレーム（Ｓ）から第２フレ
ーム（ｆ２）、第３フレーム（ｆ３）・・・終了フレーム（Ｅ）までフレーム間隔を一定
として記録画像が生成されることになる。
　この例では、開始フレーム（Ｓ）と終了フレーム（Ｅ）の画像サイズは同一であるので
、その間に撮影される中間画像フレームもすべて開始フレーム（Ｓ）と終了フレーム（Ｅ
）と同一の画像サイズとなる。
【０１１０】
　図１５は、図１４と異なる設定とした例である。開始フレーム（Ｓ）を左下端に設定し
、終了フレーム（Ｅ）を、ほぼ撮影画像全体領域として設定した例である。軌跡は開始フ
レーム（Ｓ）から終了フレーム（Ｅ）まで直線的な軌跡である。移動スピードは開始フレ
ーム（Ｓ）から終了フレーム（Ｅ）まで低速から次第に高速に移行する設定としている。
【０１１１】
　この図１５に示す設定では、図に示す各画像フレーム枠を示す点線のように、開始フレ
ーム（Ｓ）直後の第２フレーム（ｆ２）、第３フレーム（ｆ３）の記録画像フレームの位
置は、開始フレーム（Ｓ）の位置からのずれが小さいが、このずれ量は、終了フレーム（
Ｅ）に近づくに従って大きくなる。これは、移動スピードが低速から高速に変化するため
である。
【０１１２】
　この例では、開始フレーム（Ｓ）と終了フレーム（Ｅ）の画像サイズは異なり、終了レ
ーム（Ｅ）の画像サイズが開始フレーム（Ｓ）の画像サイズより大きくなっている。従っ
て、その間に撮影される中間画像フレームは、開始フレーム（Ｓ）と終了フレーム（Ｅ）
との離間距離に応じて決定される画像サイズとなる。各画像フレームの画像サイズは、先
に図１２を参照して説明した算出式に従って決定される。
【０１１３】
　　［４．設定情報に従った画像撮影と記録処理について］
　図１４、図１５を参照して２つの画像撮影記録処理例を説明したが、先に説明した図５
のフローに従った設定処理において、ユーザは様々な設定が可能であり、その設定に従っ
た撮影処理が行われる。
【０１１４】
　なお、図５に示すフローに従って行われる設定情報には、以下の情報が含まれる。
　（ａ）撮影期間と撮影枚数、
　（ｂ）開始フレームと終了フレームの位置とサイズ、
　（ｃ）開始フレームから終了フレームまでの軌跡、
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　（ｄ）開始フレームから終了フレームまでの移動スピード、
　これらの設定情報は、撮像装置のメモリに格納され、撮像装置の制御部はメモリに格納
された設定情報に従って撮影および記録処理を実行する。
　以下、撮像装置の実行する画像撮影、記録処理のシーケンスについて図１６、図１７に
示すフローチャートを参照して説明する。
【０１１５】
　図１６、図１７に示すフローは、撮像装置の制御部やデジタル信号処理部（ＤＳＰ）の
制御の下に実行される。例えば撮像装置のメモリに予め格納されたプログラムを、プログ
ラム実行機能を持つプロセッサを有する制御部やデジタル信号処理部（ＤＳＰ）が実行し
てフローに従った処理を実行する。なお、以下において説明する処理では、一例として処
理の制御を制御部において実行するものとして説明する。
　以下、順次、各ステップの処理について説明する。
【０１１６】
　　（ステップＳ３０１）
　まず、撮像装置の制御部は、図５を参照して説明したフローに従って設定された撮影期
間、撮影枚数の各設定情報をメモリから取得する。
【０１１７】
　　（ステップＳ３０２～Ｓ３０３）
　次に、制御部は、取得した撮影期間、撮影枚数に基づいて、各画像フレームの撮影間隔
を決定し、撮影を開始する。
　なお、撮影開始のトリガは、ユーザ操作あるいはタイマ設定情報などである。
【０１１８】
　　（ステップＳ３０４）
　撮影開始時点で、開始フレームを含む画像の撮影を実行する。なお、撮影される画像は
、例えば図６等を参照して説明した開始フレーム１０２の領域画像のみではなく、レンズ
を介して入力する画像、すなわち、図６（１）に示す撮影画像１０１全体に相当する画像
である。
【０１１９】
　　（ステップＳ３０５）
　次に、ステップＳ３０５において、メモリに格納された開始フレームの位置とサイズ情
報に従って、ステップＳ３０４で撮影された画像から開始フレームの切り出し処理（トリ
ミング）を実行し、切り出し画像を記録画像としてメモリに記録する。
　この処理によって、例えば図６（１）に示す開始フレーム（Ｓ）の領域のみからなる画
像が生成されてメモリに記録されることになる。
【０１２０】
　　（ステップＳ３０６）
　開始フレームの記録処理の後、ステップＳ３０６において、現在時間が次のフレームの
撮影時間になったか否かを判定する。次のフレームの撮影時間は、ステップＳ３０２で算
出した撮影間隔によって規定される時間である。
　現在時間が次のフレームの撮影時間になったと判定するとステップＳ３０７に進む。
【０１２１】
　　（ステップＳ３０７）
　ステップＳ３０７では、次のフレームの撮影処理を実行する。なお、撮影される画像は
、先のステップＳ３０４の開始フレームの撮影と同様、レンズを介して入力する画像、す
なわち、図６（１）に示す撮影画像１０１全体に相当する画像である。
【０１２２】
　　（ステップＳ３０８）
　次に、ステップＳ３０８において、メモリに格納された開始フレームおよび終了フレー
ムの位置とサイズ情報、軌跡設定情報、移動スピード設定情報に従って、新規撮影画像か
らの画像切り出し位置とサイズを決定し、決定情報に従って画像を切り出してメモリに記
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録する処理を実行する。
　この画像切り出し処理は、例えば先に図１２を参照して説明したフレームｎ（Ｆｎ）の
位置とサイズの決定処理に相当する処理を行なって実行される画像切り出し処理である。
【０１２３】
　　（ステップＳ３０９）
　次に、ステップＳ３０９において、次のフレームの撮影時間が終了フレームの撮影時間
であるか否かを判定する。終了フレームの撮影時間は、ステップＳ３０２で算出した撮影
間隔によって規定される時間である。
　次の撮影フレーム撮影時間が終了フレームの撮影時間になっていない場合は、ステップ
Ｓ３０６に戻り、ステップＳ３０６～Ｓ３０８を繰り返し、開始フレーム～終了フレーム
間の中間フレームの撮影、切り出し、記録処理を継続する。
　ステップＳ３０９において、次のフレーム撮影時間が終了フレームの撮影時間であると
判定した場合は、ステップＳ３１０に進む。
【０１２４】
　　（ステップＳ３１０）
　ステップＳ３１０では、現在時間が終了フレームの撮影時間であるか否かを判定する。
　現在時間が終了フレームの撮影時間であると判定すると、ステップＳ３１１に進む。
【０１２５】
　　（ステップＳ３１１）
　ステップＳ３１１では、終了フレームを含む画像の撮影を実行する。なお、撮影される
画像は、例えば図６等を参照して説明した終了フレーム１０３の領域画像のみではなく、
レンズを介して入力する画像、すなわち、図６（１）に示す撮影画像１０１全体に相当す
る画像である。
【０１２６】
　　（ステップＳ３１２）
　次に、ステップＳ３１２において、メモリに格納された終了フレームの位置とサイズ情
報に従って、ステップＳ３１１で撮影された画像から終了フレームの切り出し処理（トリ
ミング）を実行し、切り出し画像を記録画像としてメモリに記録する。
【０１２７】
　以上の処理により、開始フレーム～終了フレームまで、複数の画像が撮影画像から切り
出されてメモリに格納される。
【０１２８】
　この一連の切り出し画像を例えば図２に示す表示装置５０、すなわちＨＤ画像を表示可
能な表示装置５０に表示することで、撮影画角の異なる一連の画像をＨＤ画像として表示
することが可能となる。
　すなわち、微速度撮影や動画撮影によって撮影された複数の画像フレームは、ユーザの
設定した位置、サイズの画像フレームによって構成されるため、ユーザ設定に応じた異な
る位置、異なるズームの画像として記録し、表示可能となる。なお、フレームサイズの差
異はズーム設定の差異として反映される。
　また、全てのフレームサイズ設定を１９２０×１０８０画素以上の設定とすれば、ＨＤ
表示装置においてＨＤ画像として表示可能であり、画質を低下させることなく、高品質の
画像として表示することが可能となる。
【０１２９】
　図１６、図１７を参照して説明した処理は、画像の撮影処理を実行しながら、１枚の画
像が撮影される毎に撮影画像からの画像切り出し処理を行ってメモリに記録するリアルタ
イム処理である。
　このようなリアルタイム処理ではなく、例えば、通常の動画や微速度撮影を実行して複
数の画像フレームをメモリに格納した後、メモリに格納された撮影画像データを読み出し
て、各画像からの画像切り出しを、順次実行してメモリに再格納する処理、すなわちバッ
チ処理を実行する構成としてもよい。
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　このような処理を行なう場合の処理シーケンスについて、図１８に示すフローチャート
を参照して説明する。
【０１３０】
　なお、図１８に示すフローチャートに従った処理は、撮像処理を伴わない処理であり、
撮像装置に限らず、例えばＰＣ等の画像処理装置においても実行可能である。
　すなわち、撮影済みの画像データを外部装置、あるいはメモリから読み込んで画像処理
を実行可能な様々な装置において実行可能である。
【０１３１】
　図１８に示すフローは、撮像装置や画像処理装置の制御部やデジタル信号処理部（ＤＳ
Ｐ）の制御の下に実行される。例えば撮像装置や画像処理装置のメモリに予め格納された
プログラムを、プログラム実行機能を持つプロセッサを有する制御部やデジタル信号処理
部（ＤＳＰ）が実行してフローに従った処理を実行する。
　以下、順次、各ステップの処理について説明する。
【０１３２】
　　（ステップＳ４０１）
　まず、ステップＳ４０１において、処理対象となる画像をメモリ、あるいは外部装置等
から入力する。
　処理対象画像は、例えば、動画像データや微速度撮影画像データであり、例えば、先に
図５のフローチャートを参照して説明した処理を実行して撮影された画像である。
【０１３３】
　　（ステップＳ４０２）
　ステップＳ４０２では、開始フレームを含む撮影画像を取得する。なお、取得画像は、
例えば図６等を参照して説明した開始フレーム１０２の領域画像のみではなく、撮影画像
、すなわち、図６（１）に示す撮影画像１０１全体に相当する画像である。
【０１３４】
　　（ステップＳ４０３）
　次に、ステップＳ４０３において、メモリに格納された開始フレームの位置とサイズ情
報に従って、ステップＳ４０２で取得した画像から開始フレームの切り出し処理（トリミ
ング）を実行し、切り出し画像を記録画像としてメモリに記録する。
　この処理によって、例えば図６（１）に示す開始フレーム（Ｓ）の領域のみからなる画
像が生成されてメモリに記録されることになる。
【０１３５】
　　（ステップＳ４０４）
　次に、ステップＳ４０４において、次の撮影画像を取得する。
【０１３６】
　　（ステップＳ４０５）
　次に、ステップＳ４０５において、メモリに格納された開始フレームおよび終了フレー
ムの位置とサイズ情報、軌跡設定情報、移動スピード設定情報に従って、新規取得画像か
らの画像切り出し位置とサイズを決定し、決定情報に従って画像を切り出してメモリに記
録する処理を実行する。
　この画像切り出し処理は、例えば先に図１２を参照して説明したフレームｎ（Ｆｎ）の
位置とサイズの決定処理に相当する処理を行なって実行される画像切り出し処理である。
【０１３７】
　　（ステップＳ４０６）
　次に、ステップＳ４０６において、次の処理対象画像が終了フレームを含む画像である
か否かを判定する。次の処理対象画像が終了フレームを含む画像でない場合は、ステップ
Ｓ４０４に戻り、ステップＳ４０４～Ｓ４０５を繰り返し、中間フレームの切り出し、記
録処理を継続する。
　ステップＳ４０６において、次の処理画像が終了フレームを含む画像であると判定した
場合は、ステップＳ４０７に進む。
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【０１３８】
　　（ステップＳ４０７）
　ステップＳ４０７では、終了レームの切り出し、格納処理を実行する。メモリに格納さ
れた終了フレームの位置とサイズ情報に従って、終了フレームを含む撮影画像から終了フ
レームの切り出し処理（トリミング）を実行し、切り出し画像を記録画像としてメモリに
記録する。
【０１３９】
　これらの処理によって開始フレームから終了フレームまで、例えば図１２（２）を参照
して説明した一連の切り出し画像を記録画像としてメモリに記録する処理が完了する。
【０１４０】
　この一連の切り出し画像を例えば図２に示す表示装置５０、すなわちＨＤ画像を表示可
能な表示装置５０に表示することで、撮影画角の異なる一連の画像をＨＤ画像として表示
することが可能となる。前述したように、微速度撮影や動画撮影によって撮影された複数
の画像フレームは、ユーザ設定に従った位置、サイズの画像フレームによって構成される
ため、ユーザ設定に応じた異なる位置、異なるズーム設定の画像として記録、表示するこ
とが可能となる。全てのフレームサイズ設定を１９２０×１０８０以上の設定とすれば、
ＨＤ表示装置においてＨＤ画像として表示可能であり、画質を低下させることなく、高品
質の画像として表示することが可能となる。
【０１４１】
　　［５．撮像装置、画像処理装置のハードウェア構成例について］
　次に、上述した実施例に従った処理を実行する撮像装置、および画像処理装置のハード
ウェアの一構成例について説明する。
【０１４２】
　図１９は、本開示の撮像装置のハードウェア構成例を示す図である。
　図１９に示すように、撮像装置１０は、撮像部としてのレンズ３０１、撮像素子３０２
、さらにアナログ信号処理部３０３、Ａ／Ｄ変換部３０４、デジタル信号処理部（ＤＳＰ
）３０５、コーデック３０６、通信部３０７、Ｄ／Ａ変換部３０８、エンコーダ３０９、
表示部３１１、入力部３１３、制御部３２１、内部メモリ３２２、記憶部（外部メモリ）
３２３、タイマ３２４を有する。
【０１４３】
　入力部３１３は、カメラ本体にあるシャッタの他、例えば図５のフローを参照して説明
した各種の設定情報を入力するための操作部等を含む。デジタル信号処理部３０５は信号
処理用プロセッサと画像用ＲＡＭを有し、信号処理用プロセッサが画像用ＲＡＭに格納さ
れた画像データに対してあらかじめプログラムされた画像処理を行なう。
【０１４４】
　レンズ３０１等の光学系を通過して撮像素子３０２に到達した入射光は、まず撮像面上
の各受光素子に到達し、受光素子での光電変換によって電気信号に変換され、アナログ信
号処理部３０３によってノイズ除去等の処理がなされ、Ａ／Ｄ変換部３０４においてデジ
タル信号に変換される。
【０１４５】
　Ａ／Ｄ変換部３０４において生成されたデジタル信号は、デジタル信号処理部（ＤＳＰ
）３０５に入力される。デジタル信号処理部（ＤＳＰ）３０５は様々な画像処理パラメー
タを適用した画像処理を実行する。さらに、この処理画像はＤ／Ａ変換部３０８によって
アナログ信号に変換され、エンコーダ３０９によるエンコード後に表示部３１１に表示さ
れる。
　表示部３１１は、図１の撮像装置１０の表示部２１に対応する。
【０１４６】
　ユーザは、表示部３１１に表示された表示画像（スルー画）を参照しながら、開始フレ
ーム（Ｓ）や終了フレーム（Ｅ）の位置とサイズ、さらに、軌跡の設定、移動スピードの
設定などを行う。



(22) JP 6135391 B2 2017.5.31

10

20

30

40

50

【０１４７】
　撮影処理は、制御部３２１の制御下で実行される。例えば微速度撮影を行う場合、予め
設定された撮影期間と撮影枚数等の設定情報を内部メモリ３２２から読み出して設定情報
に従って、順次、画像撮影が行われる。
【０１４８】
　画像撮影が開始されると、撮影画像に対する処理がデジタル信号処理部（ＤＳＰ）３０
５において実行される。処理画像はコーデック３０６において圧縮された後、最終的な記
録データとして記憶部（外部メモリ）３２３等に記録される。
　デジタル信号処理部（ＤＳＰ）３０５では、例えば先に図１６～図１８を参照して説明
した撮影画像からの画像フレームの切り出し処理等を実行する。この処理に必要な設定情
報などは内部メモリ３２２やデジタル信号処理部３０５内のメモリに記録される。
【０１４９】
　入力部３１３は、撮影モードの設定入力部、シャッタ、図５のフローを参照して説明し
た各種の設定情報の入力部などによって構成される。なお、先に説明したようにタッチパ
ネル形式の表示部を有する場合は、表示部も入力部として機能する。
【０１５０】
　通信部３０７は、外部装置との画像、パラメータ等の入出力を行う有線、無線の各イン
タフェースを含む。
　制御部３２１は、撮影処理に適用する設定情報の取得、格納処理、撮影制御処理、撮影
画像の画像処理等、各種の制御を実行する。例えば先に説明した各フローに従った処理制
御を実行する。なお、処理制御プログラムは、内部メモリ３２２や、記憶部３２３に格納
される。
　内部メモリ３２２には、ユーザ設定情報等が格納される。記憶部３２３は、例えばフラ
ッシュメモリ等のメディア等によって構成され、撮影画像の格納、パラメータやプログラ
ム等の格納に利用される。
　タイマ３２４は、撮影開始時間や、各画像の撮影間隔の計測等に利用される。
【０１５１】
　次に、撮像部を持たない画像処理装置のハードウェア構成例について説明する。
　図２０は、例えばＰＣ等の画像処理装置７００のハードウェア構成例を示す図である。
画像処理装置７００は、例えば先に図１８を参照して説明した処理を実行する。
【０１５２】
　制御部（ＣＰＵ：Ｃｅｎｔｒａｌ　Ｐｒｏｃｅｓｓｉｎｇ　Ｕｎｉｔ）７０１は、メモ
リ（ＲＯＭ：Ｒｅａｄ　Ｏｎｌｙ　Ｍｅｍｏｒｙ）７０２や、記憶部７０８に記憶されて
いるプログラムに従って各種の処理を実行するデータ処理部として機能する。例えば、図
１８を参照して説明したシーケンスに従った処理を実行する。メモリ（ＲＡＭ：Ｒａｎｄ
ｏｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｍｅｍｏｒｙ）７０３には、制御部７０１が実行するプログラムや
データ、パラメータなどが記憶される。これらの制御部（ＣＰＵ）７０１、メモリ（ＲＯ
Ｍ）７０２、およびメモリ（ＲＡＭ）７０３は、バス７０４により相互に接続されている
。
【０１５３】
　制御部（ＣＰＵ）７０１はバス７０４を介して入出力インタフェース７０５に接続され
、入出力インタフェース７０５には、各種スイッチ、キーボード、マウス、マイクロホン
などよりなる入力部７０６、ディスプレイ、スピーカなどよりなる出力部７０７が接続さ
れている。制御部（ＣＰＵ）７０１は、入力部７０６から入力される指令に対応して各種
の処理を実行し、処理結果を例えば出力部７０７に出力する。
【０１５４】
　入出力インタフェース７０５に接続されている記憶部７０８は、例えばハードディスク
等からなり、制御部（ＣＰＵ）７０１が実行するプログラムや各種のデータを記憶する。
通信部７０９は、インターネットやローカルエリアネットワークなどのネットワークを介
して外部の装置と通信する。
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【０１５５】
　入出力インタフェース７０５に接続されているドライブ７１０は、磁気ディスク、光デ
ィスク、光磁気ディスク、あるいはメモリカード等の半導体メモリなどのリムーバブルメ
ディア７１１を駆動し、記録されている画像データ、各種設定情報、パラメータ等の各種
データを取得する。例えば、取得画像データに対して、制御部（ＣＰＵ）７０１の実行す
るプログラムに従って画像切り出し処理などが行われる。
【０１５６】
　　［６．本開示の構成のまとめ］
　以上、特定の実施例を参照しながら、本開示の実施例について詳解してきた。しかしな
がら、本開示の要旨を逸脱しない範囲で当業者が実施例の修正や代用を成し得ることは自
明である。すなわち、例示という形態で本発明を開示してきたのであり、限定的に解釈さ
れるべきではない。本開示の要旨を判断するためには、特許請求の範囲の欄を参酌すべき
である。
【０１５７】
　なお、本明細書において開示した技術は、以下のような構成をとることができる。
　（１）ユーザ入力情報に従って、表示部に表示された被写体画像上に開始フレームと終
了フレームの切り出し位置を表示するとともに、前記開始フレームと終了フレームの切り
出し位置を含むフレーム設定情報を設定する制御部を有し、
　前記制御部は、
　連続または間欠的に撮影された複数の撮影画像の各々から前記フレーム設定情報に従っ
て画像フレームの切り出し領域を決定し、決定情報に従って画像切り出し処理を実行する
撮像装置。
【０１５８】
　（２）前記フレーム設定情報は、開始フレームと終了フレームの位置とサイズ情報を含
み、前記制御部は、開始フレームと終了フレームの位置とサイズ情報を適用して撮影画像
の各々について、画像フレームの切り出し領域を決定し、決定情報に従って画像切り出し
処理を実行する前記（１）に記載の撮像装置。
【０１５９】
　（３）前記フレーム設定情報は、開始フレームと終了フレーム間の軌跡情報を含み、
　前記制御部は、開始フレームと終了フレーム間の軌跡情報を適用して撮影画像の各々に
ついて、画像フレームの切り出し領域を決定し、決定情報に従って画像切り出し処理を実
行する前記（１）または（２）に記載の撮像装置。
【０１６０】
　（４）前記フレーム設定情報は、開始フレームと終了フレーム間の移動スピード情報を
含み、前記制御部は、開始フレームと終了フレーム間の移動スピード情報を適用して撮影
画像の各々について、画像フレームの切り出し領域を決定し、決定情報に従って画像切り
出し処理を実行する前記（１）～（３）いずれかに記載の撮像装置。
【０１６１】
　（５）前記制御部は、撮影画像の各々から前記フレーム設定情報に従って画像切り出し
処理を実行し、切り出し画像をメモリに格納する前記（１）～（４）いずれかに記載の撮
像装置。
【０１６２】
　（６）前記制御部は、連続または間欠的に撮影される画像の撮影処理毎に、各撮影画像
からの画像切り出し処理を実行し、切り出し画像をメモリに格納するリアルタイム処理を
実行する前記（１）～（５）いずれかに記載の撮像装置。
【０１６３】
　（７）前記制御部は、連続または間欠的な画像撮影処理の完了後にメモリに格納された
画像を順次読み出して、各撮影画像からの画像切り出し処理を実行して切り出し画像をメ
モリに再格納するバッチ処理を実行する前記（１）～（５）いずれかに記載の撮像装置。
【０１６４】
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　（８）前記入力部を介して入力される設定情報はメモリに格納され、前記制御部は、前
記メモリに格納された設定情報に従って、撮影画像の各々からの画像切り出し処理を実行
する前記（１）～（７）いずれかに記載の撮像装置。
【０１６５】
　（９）前記制御部は、前記表示部に画像の撮影タイミングを示すタイムラインを表示し
、タイムライン上の指示マークの設定により、任意の撮影タイミングにおけるフレーム設
定を可能とした情報表示処理を実行する前記（１）～（８）いずれかに記載の撮像装置。
【０１６６】
　（１０）前記制御部は、前記表示部に開始フレームと終了フレーム間に設定可能な軌跡
の複数のサンプルを表示し、表示された複数のサンプルから特定の軌跡を選択設定可能と
した情報表示処理を実行する前記（３）に記載の撮像装置。
【０１６７】
　（１１）前記制御部は、前記表示部に開始フレームと終了フレーム間に設定可能な移動
スピードの複数のサンプルを表示し、表示された複数のサンプルから特定の移動スピード
を選択設定可能とした情報表示処理を実行する前記（４）に記載の撮像装置。
【０１６８】
　（１２）記入力部は、微速度撮影の撮影情報として撮影期間と撮影枚数を入力し、前記
制御部は、前記撮影期間と撮影枚数によって算出される撮影間隔に従って複数の画像を順
次撮影し、撮影画像の各々から前記フレーム設定情報に従った画像切り出し処理を実行す
る前記（１）～（１１）いずれかに記載の撮像装置。
【０１６９】
　（１３）連続または間欠的に撮影された複数画像の各々から特定領域の画像を切り出す
制御部を有し、
　前記制御部は、
　先頭画像からの画像切り出し位置を示す開始フレーム設定情報と、最終画像からの画像
切り出し位置を示す終了フレーム設定情報を適用して、撮影画像の各々から画像フレーム
の切り出しを実行する画像処理装置。
【０１７０】
　（１４）撮像装置において実行する画像処理方法であり、
　制御部が、
　入力部を介した入力情報に従って、表示部に表示された被写体画像上に開始フレームと
終了フレームの切り出し位置を表示するとともに、前記開始フレームと終了フレームの切
り出し位置を含むフレーム設定情報を設定する処理と、
　連続または間欠的な撮影画像の各々について、前記フレーム設定情報に従って画像フレ
ームの切り出し領域を決定し、決定情報に従って画像切り出し処理を実行する画像処理方
法。
【０１７１】
　（１５）撮像装置において画像処理を実行させるプログラムであり、
　制御部に、
　入力部を介した入力情報に従って、表示部に表示された被写体画像上に開始フレームと
終了フレームの切り出し位置を表示するとともに、前記開始フレームと終了フレームの切
り出し位置を含むフレーム設定情報を設定する処理と、
　連続または間欠的な撮影画像の各々について、前記フレーム設定情報に従って画像フレ
ームの切り出し領域を決定し、決定情報に従って画像切り出し処理を実行させるプログラ
ム。
【０１７２】
　また、明細書中において説明した一連の処理はハードウェア、またはソフトウェア、あ
るいは両者の複合構成によって実行することが可能である。ソフトウェアによる処理を実
行する場合は、処理シーケンスを記録したプログラムを、専用のハードウェアに組み込ま
れたコンピュータ内のメモリにインストールして実行させるか、あるいは、各種処理が実
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行可能な汎用コンピュータにプログラムをインストールして実行させることが可能である
。例えば、プログラムは記録媒体に予め記録しておくことができる。記録媒体からコンピ
ュータにインストールする他、ＬＡＮ（Ｌｏｃａｌ　Ａｒｅａ　Ｎｅｔｗｏｒｋ）、イン
ターネットといったネットワークを介してプログラムを受信し、内蔵するハードディスク
等の記録媒体にインストールすることができる。
【０１７３】
　なお、明細書に記載された各種の処理は、記載に従って時系列に実行されるのみならず
、処理を実行する装置の処理能力あるいは必要に応じて並列的にあるいは個別に実行され
てもよい。また、本明細書においてシステムとは、複数の装置の論理的集合構成であり、
各構成の装置が同一筐体内にあるものには限らない。
【産業上の利用可能性】
【０１７４】
　以上、説明したように、本開示の一実施例の構成によれば、微速度撮影や動画撮影の撮
影画像各々からユーザ設定に応じた特定領域の画像切り出しを効率的に実行する装置、方
法が実現される。
　具体的には、撮像部を介して入力する被写体画像を表示し、表示画像上に開始フレーム
と終了フレームの切り出し位置を含むフレーム設定情報を入力可能とした。制御部は、連
続または間欠的な撮影画像の各々からフレーム設定情報に従って画像切り出しを実行する
。フレーム設定情報は、開始フレームと終了フレームの位置とサイズ情報、開始フレーム
と終了フレーム間の軌跡、移動スピード情報を含み、制御部は、これらの設定情報を適用
して撮影画像の各々について画像切り出し領域を決定する。
　例えば上記構成により、微速度撮影や動画撮影の撮影画像各々からユーザ設定に応じた
特定領域の画像切り出しを効率的に実行する装置、方法が実現される。
【符号の説明】
【０１７５】
　　１０　撮像装置
　　１１　レンズ
　　１２　シャッタ
　　２１　表示部
　　２２　入力部
　　５０　表示装置
　　５１　記録メディア
　　５２　信号伝送ケーブル
　　５３　無線通信路
　　７１　撮影画像
　　７２　出力画像
　１０１　撮影画像（スルー画）
　１０２　開始フレーム
　１０３　終了フレーム
　１０５　カーソル
　１１０　タイムライン
　１１１　設定タイム指示マーク
　１２０　軌跡設定ライン
　１２１　軌跡設定アイコン
　１３０　移動スピード設定ライン
　１３１　移動スピート設定アイコン
　１５０　軌跡および動スピード設定ライン
　３０１　レンズ
　３０２　撮像素子
　３０３　アナログ信号処理部
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　３０４　Ａ／Ｄ変換部
　３０５　デジタル信号処理部（ＤＳＰ）
　３０６　コーデック
　３０７　通信部
　３０８　Ｄ／Ａ変換部
　３０９　エンコーダ
　３１１　表示部
　３１３　入力部
　３２１　制御部
　３２２　内部メモリ
　３２３　記憶部
　３２４　タイマ
　７０１　制御部（ＣＰＵ）
　７０２　メモリ（ＲＯＭ）
　７０３　メモリ（ＲＡＭ）
　７０４　バス
　７０５　入出力インタフェース
　７０６　入力部
　７０７　出力部
　７０８　記憶部
　７０９　通信部
　７１０　ドライブ
　７１１　リムーバブルメディア

【図１】 【図２】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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【図１３】 【図１４】
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【図１７】 【図１８】
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